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報 告

第21回バリアフリー推進勉強会 in 関西

「大阪・関西万博」で“目指したもの”と
当事者から見た“現在地”

2025年日本国際博覧会（以下、万博）の会期中である９月12日に、学識経験者

や障害当事者等が万博に関わったことを通して、ユニバーサルデザインの視点から

気づいたことや感じたことを共有する勉強会を開催しました。さまざまな立場の

10名の登壇者から、お話しいただいた内容をご紹介します。

海老澤 弥生 氏
きんきビジョンサポート

光を感じる程度の全盲。万博関連のさ
まざまな検討会に委員として参画して
いる。

万博では、東京2020オリンピック・パラリンピックを上回るユ
ニバーサルデザインを目指し、ガイドライン作成時から取り組みを
行ってきました。特に、設計段階から当事者が参画していたことや、
多様で数多くのトイレを設置したこと、カームダウン／クールダウ
ンルーム※1を複数設置したこと、スマホによる情報提供・誘導を
行ったことなどが特徴として挙げられます。しかし、会場内で実際
に当事者が参画しながら作ったところは日本館と大阪館のみであ
り、会場全体としてはガイドラインを参照するという間接的な参画
に留まったことは課題が残りました。

万博の会場にshikAI（シカイ）※2が導入されたことで、視覚
障害者でも自由に移動でき、楽しむことができました。点字
ブロックの敷設方針やデザインの計画段階で一緒に検討で
きていたら、さらに良くなっていたと思います。ただ、残念
だった点は、shikAIやナビレンス※3のコードが見つけにくい
場所にあったこと、トイレまで誘導してそこから先の案内が
途切れてしまっていたことなど、実際に使う姿が十分想定さ
れていなかった点です。歩行支援アプリはハード※4として、
設計段階から当事者の参画が必要だと思いました。

万博の事前のチケット予約が難しく、一人ではできなかっ
たため、友人に手伝ってもらいました。自分でチケット予約
ができなかった高齢者は、高額なバスツアーを利用したと聞
きました。また、現地でパビリオンの予約を取りに行きまし
たが、すべての枠が埋まっていたため、待ち時間の少ないパ
ビリオンを自分で探さないといけませんでした。紙でのマッ
プがないこと、現金では買い物ができないことなど、スマホ
操作が苦手な人に対して、万博は壁があるように感じました。

宮𦚰　由子 氏
JAわかやま女性会わかやま地域本部 
直川支部 副支部長

和歌山市役所、児童養護施設を経て、
現職。

えびさわ やよい みやわき ゆうこ

三星 昭宏 氏
近畿大学 名誉教授

バリアフリーについて政
府・自治体の委員を多数務
め、万博のユニバーサルデ
ザインガイドライン検討会
では進行を務めた。

みほし あきひろ

※1 カームダウン／クールダウンルーム
光や音を遮ったスペースで、パニックを予防
したり、気持ちを落ち着かせたりするための
場所。万博ではカームダウン／クールダウン
ルームが複数設置された。

※2 shikAI（シカイ）
専用のアプリで二次元コード
を読み込むことで、音声で現
在地から目的地まで音声案内
するシステム。点字ブロック
に二次元コードが貼ってある。

報告2報告1

あいさつ

shikAI
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長宗 政男 氏
公益社団法人大阪聴力障害者協会 会長

4歳の時、髄膜炎により失聴。現在、一
般財団法人全日本ろうあ連盟監事等を
務める。

難聴者とろうあ者には、情報提供の際、それぞれに必要な
支援がありますが、今回の万博では難聴者だけの意見を反映
していたように感じました。主なコミュニケーションとし
て、難聴者は筆記、ろうあ者は手話を使います。しかし、パ
ビリオンの中で手話通訳者がいるところはなく、ろうあ者へ
の配慮が欠けているように感じました。2027年国際園芸博
覧会では、ろうあ者への情報保証についても配慮をお願いし
ます。

接遇において、性別を特定する表現は使わないように求め
ていましたが、万博スタッフから、「お兄さん、お姉さん」な
どといった呼びかけがあったことや、性別を決めつけてトイ
レの誘導案内をされることがあり、接遇や研修に課題を感じ
ました。一方で、万博会場のオールジェンダートイレは17
カ所と数多く設置されていて、多くの人がLGBTQ＋につい
て知る機会になり、オールジェンダートイレを戸惑いながら
も使って慣れていく実験場として機能していたと思います。

塩安 九十九 氏
新設Cチーム企画 主宰

LGBTQ＋の人権啓発にまつわるさま
ざまな取り組みに従事。

ながむね まさお しおやす つくも

六條 友聡 氏
社会福祉法人ぽぽんがぽん 理事

電動車椅子を使用。万博のユニバーサ
ルデザインガイドラインをはじめ、さ
まざまな検討に参画している。

万博の開催当初は、夢洲駅で係員呼出インターフォンが使
えなかったため、電車を乗り継ぐ際のスロープの依頼ができ
ず困ることがありました。会場の設備は、ガイドラインに
則って作られていましたが、各パビリオンの展示物は車椅子
では見にくく、展示物についてもすべての人が楽しめるよう
工夫する必要があると感じました。ユニバーサルデザイン
は、最初から最後まですべてのプロセスにおいて当事者が参
画すること、評価をすることが重要です。今回の万博では、
出来上がった後の評価ができなかったことに、課題が残った
と言えます。

万博の設計当初は、shikAIやナビレンスの導入を想定して
おらず、後から導入を決定したことで、目的地の近くまでは
点字ブロックやshikAIで行けても、その先の情報が途切れる
ということがありました。また、専用アプリが必要なパビリ
オンで、視覚障害者がそのアプリを使おうとした時に、読み
上げ機能が反応せず進めないということがありました。今回、
アプリ・ウェブアクセシビリティに関しては日本のガイドラ
インに沿うという一文のみで、アプリの検証はしていません。
今後、ハード整備と情報提供の連携、アプリ・ウェブアクセシ
ビリティについて、当事者を交えて検証する必要があります。

柳原 崇男 氏
近畿大学 理工学部 教授

交通計画、公共空間のバリアフリー・ユ
ニバーサルデザイン等を専門とする。

ろくじょう ともあき やなぎはら たかお

※3 ナビレンス
専用のアプリでタグを読み込むことで、
位置情報や周囲の環境情報などを音声
案内するシステム。万博では案内板な
どに貼付され、展示の紹介などに使わ
れていた。

※4 ハード／ソフト
バリアフリーにはハード面とソフト面がある。
ハード面とは、エレベーターや点字ブロック
など施設や設備を整備することで、ソフト面
とは、その整備を補完するような人的支援や
情報提供などのことを指す。

報告6報告5

報告4報告3

ナビレンス
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登壇していただいた皆様

https://youtube/XwYgaU6i1Lc

上宮 俊一 氏
社会福祉法人大阪市手をつなぐ育成会 
業務執行理事

奈良県職員、短大教員などを経て、現職。

カームダウン／クールダウンルームが設置されたことは
よかったですが、設置方法や設置場所については課題があ
りました。隣接してカームダウン／クールダウンルームが
設置されていると、パニックを起こして声をあげている人
がいたら隣の部屋では落ち着けません。また、人が多い場
所に設置されていると、パニック状態では人混みを通る
ハードルが高く、カームダウン／クールダウンルームまで
向かうことが困難になります。加えて、設置されている場
所が分かりにくく、ピクトグラムなどの案内もないため、
そもそも見つけられないという意見もありました。

多様な当事者の意見を取り入れないと、本当に使いやす
いものを作ることは難しいと感じました。また、多くの情
報が個別に出ていたため、情報を一元化して提供すること
や、“本当に必要な情報は何か”を考える必要があります。
例えば、トイレの多様化が進む中で、個室トイレ前には点
字表記がない一方で、バリアフリートイレには点字表記が
あり、個室トイレの方が使いやすいという視覚障害者の利
用実態が見えていないように感じました。今後は、ガイド
ラインに利用実態なども丁寧に書いていくことで、より使
いやすいものができるのではないかと思います。

室﨑 千重 氏
奈良女子大学 生活環境学部  准教授

兵庫県立福祉のまちづくり研究所など
を経て、現職。

うえみや としかず むろさき ちえ

第21回バリアフリー推進勉強会 in 関西

今回の勉強会は、10名の登壇者にそれぞれの視
点から、万博におけるユニバーサルデザイン・バリ
アフリーについて速報的にお話しいただきました。
次回は、移動と交通も含めたユニバーサルデザイン
の到達点と課題についての勉強会を、2026年1月
頃に開催する予定ですので、ぜひご参加いただける
と幸いです。勉強会情報はメルマガ、ホームページ
などで発信いたします。

今回の万博は、多様な人々の参加を歓迎する万博だったと思
います。その一方で、ハードとソフトの連続性ができていなかっ
たために、トイレやパビリオンで問題が生じたことや、情報アク
セシビリティが保障されていなかったことなど、さまざまな課
題も出てきました。今回の万博のよかったことと課題を整理し、
今後につなげるためのレガシーを次の4つにまとめました。

新田 保次 氏
大阪大学 名誉教授

交通計画、都市・地域計画を
専門とし、移動等円滑化評
価会議の委員等を務める。

にった やすつぐ

報告8報告7

まとめ

1. 新しいガイドラインを作成したこと。
2. 最先端の技術を試したこと。
3. 多様な特性を持つ人たちの参画や、プロセスに
おける当事者参画の量と質を充実させること。

4. 課題を整理すること。

よかったこと

今後に向けて

今回の勉強会動画は右記URL
または二次元コードからご覧いただけます。

※公開期間：2026年3月31日（火）まで

https://youtube/XwYgaU6i1Lc
https://youtube/XwYgaU6i1Lc
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感覚特性の多様性を知る
─感覚特性のある利用者への接遇研修　開催報告

活 動 01
発達障害、知的障害、認知症など感覚特性のある方々の「過

ごしやすさ」に焦点をあて、具体的な事例と専門家の視点か
ら学びを深めることを目的として、空港関係者等向けの研修
を開催しています（主催：エコモ財団、中央大学研究開発機構、
日本福祉のまちづくり学会事業委員会、共催：東京国際空港
ターミナル㈱、（一社）全国空港事業者協会、定期航空協会、
後援：国土交通省航空局）。研修は、国内外の実例紹介を通し、
利用者の感覚特性に配慮した空間設計や支援策のあり方を紹
介し、感覚刺激に敏感な利用者がどのような困難を抱えてい
るのか、そしてその困難を軽減するための空間デザインや接
遇の工夫とは何かを学ぶ内容となっています。
2025年度は3回開催する予定で、第1回目は東京国際空港
ターミナル（羽田空港）にて約90名が参加し、7月24日（木）
に開催しました。今後、第2回目は大分空港（12月10日（水））、
第3回目は成田空港（2月10日（火））で開催する予定です。

バリアフリー推進事業活動案内

海上交通バリアフリー施設整備助成の交付先を決定しました活 動 02

乗下船用のタラップ（四国汽船）

研修での様子（羽田空港）

当財団は、日本財団からの支援を受けて、海上交通におけ
るバリアフリー化の推進と旅客船を利用する高齢者・障害者
等の移動円滑化のため、旅客船および旅客船ターミナルのバ
リアフリー化に関する施設・設備の整備に対して助成事業を
行っております。
2025年度は、6月1日～ 7月31日まで募集を行い、旅客船

13事業者16隻（新造10隻、改造6隻）、旅客船ターミナル5事
業者5件の申請をいただき、
学識経験者、有識者、障害
者団体代表者等からなる海
上交通バリアフリー施設整
備委員会での審議を経て、
9月17日に助成金の交付決
定を行いました。

交通サポートマネージャー研修開催100回を迎えて活 動 03
2009年度に取り組みを開始した当財団が主催する「交通
サポートマネージャー研修」は、2025年9月に記念すべき
100回目を迎えました。首都圏と関西圏を中心にたくさん
の障害当事者や専門家の方々にご協力いただきながら『障害
当事者参加型のバリアフリー研修』として実施してきた本研

https://www.ecomo.or.jp/barrierfree/
barifuri-ship/index.html

詳細に
ついては
こちら

修は、これまでに約2,500名の方が修
了し、鉄道やバス事業の現場で活躍し
ています。これからも本研修の最大の
特徴である『障害当事者参加』を大切に
して、取り組みを継続していきます。

100回を記念して
作成したロゴマーク

【第2回】 研修 大分空港（12月10日（水））
ご参加希望の方は、下記よりお申込みください。

https://docs.google.com/forms/d/1ut3Y_

9NWDEE2EbiFX8_XXKFGwxXS19rFtn

OAElqKOtc/viewform?edit_requested=true

https://docs.google.com/forms/d/1ut3Y_9NWDEE2EbiFX8_XXKFGwxXS19rFtnOAElqKOtc/viewform?edit_requested=true
https://www.ecomo.or.jp/barrierfree/barifuri-ship/index.html
https://www.ecomo.or.jp/barrierfree/barifuri-ship/index.html
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交通環境対策事業活動案内

活 動 01
2025年7月18日に、EST普及推進委員会との共催で、第
15回EST普及推進フォーラム「交通分野における環境負荷
低減の重要性」を開催するとともに、フォーラムの中で第15
回EST交通環境大賞の表彰式を執り行いました。
EST交通環境大賞については応募のあった4件の中から、
EST普及推進委員会（委員長：加藤博和／名古屋大学教授）にお

第15回EST普及推進フォーラム・EST交通環境大賞表彰式を
開催しました

パネルディスカッション

https://www.estfukyu.jp/

kotsukankyotaisho2024_02.html

第15回EST交通環境大賞
受賞者の取組概要や
受賞理由はこちら

表彰者一同と加藤委員長

ける審査を経て、奨励賞3件を、以下のとおり決定しました。
またフォーラムの中では受賞団体のほか、加藤委員長か
ら基調講演をいただくとともに、加藤委員長のコーディネー
トでパネルディスカッションを行い、今後の交通分野にお
ける環境負荷低減方策について議論を行いました。

第15回EST交通環境大賞受賞者一覧

奨励賞
受賞団体名
株式会社IHI、福島県相馬市
（福島県相馬市）

主な取組の名称
EVを使った住民主体による
地域内移動サービスの全市展開

奨励賞

受賞団体名
岡山県備前市、
（旧）NPO法人スマイル・つるみ
（岡山県備前市）

主な取組の名称
EVバスの導入・活用による
離島の脱炭素化に向けた取組み

奨励賞

受賞団体名
九州電力株式会社、鹿児島県知名町、
おきえらぶフローラル株式会社
（鹿児島県知名町）

主な取組の名称
国内初 コミュニティバスへ
再エネ由来のe-methane供給

イーメタン

そうまし

びぜんし

ちなちょう

https://www.estfukyu.jp/kotsukankyotaisho2024_02.html
https://www.estfukyu.jp/kotsukankyotaisho2024_02.html
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2025年8月9日（土）に、MM教育に関する知見の共有や、
さまざまな立場の関係者がつながる機会の創出を目的とし
て、「第1回小中高等学校におけるモビリティ・マネジメント
教育情報交換会」を初開催しました。
当日は、MM教育に取り組む専門家や、教員、自治体関係
者の皆さまを講師としてお招きし、以下のようなプログラム
を実施しました。

講義
愛媛大学社会共創学部の松村暢彦教授より、「モビリティ・
マネジメント教育を学校で実践することの意義」と題して、
MM教育を取り巻く背景や、MM教育の意義、教科との関連
性等についてご講演いただきました。

また、筑波大学システム情報系の谷口綾子教授からは、「モ
ビリティ・マネジメント教育の実践例と今後の展望」と題し
て、過度な自動車利用が子どもにもたらす影響やモビリ
ティ・マネジメント教育の実践例についてご講演いただきま
した。

模擬授業
松村教授および谷口教授より、MM教育で活用される教材

「フードマイレージ」や「交通すごろく」を用いた模擬授業を
参加者の皆さまにも実際に体験していただきました。

取組紹介
全国各地の先進的な取組事例を発表していただきました。
教員主体の取組、自治体主導の取り組み、長年継続している
学校の取り組み、新たに始めた学校の取り組みなど、多様な
視点からの発表が行われました。

パネルディスカッション
「MM教育の実践と普及に向けて」をテーマに、実践にあ
たっての課題や今後の展開について議論いただくとともに、
参加者からのご質問にもお答えいただきました。

意見交換会
本情報交換会終了後に、講師および希望者による班別の意
見交換を実施しました。日頃実践する中での課題や参加者
同士の連携の可能性などについて話し合われました。
参加者からは、「今後の取り組みの参考となった」「企業や
学校との連携の必要性を感じた」といったお声をいただき、
MM教育のさらなる普及に向けた機会となりました。

MM教育の継続的な実施に取り組む拠点と教材・プログラ
ムづくりを行う自治体、教員を支援するため、2025年度の
自治体および教員支援制度の支援先を、MM教育普及検討委
員会により決定しました。
教員支援については全国の小中高等学校19校、自治体支
援については南城市（2024年度より継続）および春日井市
（新規）へ支援を行います。南城市への支援は2年目となり、
コミュニティバス「Ｎバス」を活用したMM教育の仕組みを
確立し、市内全校において一貫したMM教育の実施が可能と
なる環境づくりを目指しています。2025年度は、モデル校

での授業実践の継続に加え、市内小学校での実践校の拡大を
進めています。さらに、教育委員会や教員と連携し、副読本
等の学習ツールの検討についても進めていきます。

活 動 02 モビリティ・マネジメント教育（MM教育）における普及活動を行っています

【第１回小中高等学校における モビリティ・マネジメント教育（MM教育）情報交換会を開催】

【2025年度MM教育における自治体支援制度および教員支援制度の支援先を決定】

MM教育の概要や支援制度の詳細については、MM教育ポータルサ
イトよりご覧いただけます。また、授業などでご活用いただける手
引書や教材のダウンロードも可能です。ぜひご活用ください。

https://mm-education.jp/index.html

MM教育ポータルサイト

松村教授による講演

【開催概要】
場所：日本教育会館　会議室
後援：一般社団法人日本モビリティ・マネジメント会議

模擬授業

https://mm-education.jp/index.html
https://mm-education.jp/index.html
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グリーン経営業務活動案内

活 動 01
グリーン経営とは、 環境マネジメントシステムの一つ
であり、 企業の社会的責任として、 環境問題にも積極的に
取り組むためのツールです。グリーン経営に取り組んで
いる運輸事業者に対して、当財団が第三者の立場から認証
することがグリーン経営認証です。国土交通省は、 この
認証制度を運輸部門における実効性のある環境対策とし
て評価し、国の施策（国土交通省「環境行動計画（令和7年
6月20日）」）の取り組みの一つとして取り上げています。

▶グリーン経営認証取得講習会の開催

運輸事業者を対象とした講習会を国土交通省や事業者団
体などと共同して、 全国各地で開催しています。 講習会で
は、 グリーン経営の取り組みや認証制度の概要、 認証を取得
するために取り組むべき具体的な活動内容や申請方法など
を説明し、 受講者からの質問にもお答えしています。

▶業界紙および一般紙への広告掲載

グリーン経営認証制度の理解と認知度向上を図るため、
業界紙および一般紙へ制度概要、講習会開催情報などを掲載。

当財団では、グリーン経営認証制度による環境負荷低減の
実効性を定量的に評価するため、認証取得による具体的効果
の分析を実施し、認証取得後の燃費向上 効果はもとより、
交通事故件数の減少、職場モラルの向上などの副次的効果が
見られたことを公表しています。

グリーン経営認証制度は、 当財団が国はもとより業界団体
と一体となって推進している制度です。 本制度の普及・促進
にあたっては、国などによる補助制度での優遇、 各種ガイド
ラインへの位置づけに加え、 業界団体による認証取得費用
の助成といったさまざまな支援が行われています。

▶業界団体による認証取得費用の助成

都道府県トラック協会は、 グリーン経営認証に取り組む
会員事業者に対して、 グリーン経営認証の取得に要した費
用の一部を助成しています。

▶金融機関などによる低金利融資制度・信用保証

金融機関などでは、 グリーン経営をはじめとした環境マ
ネジメントシステムを実施している事業者に対して、「低金
利の運転・設備資金融資」、「私募債の発行保証・引受代行」、
「信用保証協会による保証料割引」、「損害保険の保険料割引」
といった優遇を講じています。

▶自治体による各種支援

自治体の中には、 地域における環境保全の取り組みや地
域住民の生活環境改善への一助として、 グリーン経営認証
を活用した環境保全に尽力する事業者を評価し、 グリーン
経営認証の取得に要した費用の一部を助成・補助している自
治体があります。 こうした助成や補助は、 環境問題に積極的
に取り組む事業者の経済的負担の軽減を図るとともに、 環
境保全に向けた意識の高揚にも寄与しています。

運輸事業におけるグリーン経営認証制度を実施しています

グリーン経営認証制度の概要

当財団認証機関

対象業種 トラック、バス、タクシー、倉庫、港湾運送、旅客船、内航海運の7業種
トラック：4,714事業所、バス：216事業所、タクシー：296事業所、
旅客船：8事業所、内航海運：28事業所、港湾運送：53事業所、
倉庫：543事業所　※2025年9月12日現在

登録
事業所数

普及活動

効果検討

国・自治体・業界団体・金融機関によるさまざまな支援

自治体の皆さまへ

グリーン経営認証取得の効果は、 燃費の向上やCO2排出原単位
の改善だけではなく、「交通事故件数や車両故障件数の減少」など、 
まちの安心や安全に寄与すると思われる効果もあります。

ぜひ、あなたのまちも運輸事業者の認証取得に対する助
成・補助や支援についてご検討いただけないでしょうか。

当財団では、 グリーン経営認証制度をご理解いただくために「グ
リーン経営認証の資料セット（概要パンフレット・DVD（はじめよ
うグリーン経営認証）・省エネ温度計カード）」を用意しています。

ご希望の方は、グリーン経営専用ホームページにある以下のバナーからお申込みください。

https://www.green-m.jp/グリーン経営専用ホームページ

トラック事業：グリーン経営認証を取り入れた一例
【平均燃費向上率】 【交通事故件数】 【車両故障件数】

認証前
認証取得2年後 認証取得1年後（走行距離あたり）

認証後 認証前

100
80
60
40
20
0

（%）

認証後 認証前 認証後

（エコモ財団／グリーン経営認証取得による効果 －2022年版－より抜粋）

車両総重量
8トン以上

3.1%UP!
-25.9%
DOWN!

-20.9%
DOWN!

https://www.green-m.jp/
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当財団は、1997年に設立された「エコドライブ普及推進
協議会」（エコドライブを推進している運輸関係等16団体）
の事務局を務めるとともに、独自にエコドライブを普及推進
するためのさまざまな活動をしています。この活動の一環
として、「エコドライブ活動コンクール」を開催して優れた
取り組みを行っている事業者および団体を表彰し、その取組
内容を紹介することでさらなる普及を図っています。
2025年度は事業部門、一般部門、支援ビジネス・ユニー
ク部門の3部門に分けて5月8日から7月8日まで募集し、合
計で306件、791事業所の応募がありました。10月の審査
委員会（審査委員長：早稲田大学 大聖泰弘名誉教授）で、国
土交通大臣賞1件、環境大臣賞1件、審査委員長特別賞2件、
優秀賞6件、優良賞29件が選考されました。
11月のエコドライブ推進月間には、当財団と「エコドライ
ブ普及推進協議会」主催で、エコドライブシンポジウムを11
月27日に開催します。
プログラムの途中で「2025年度エコドライブ活動コン
クール」の表彰式を執り行い、国土交通大臣賞、環境大臣賞、
審査委員長特別賞等を受賞した事業者の取組発表などを予
定しています。参加費は無料です。皆さまのご参加をお待
ちしております。

活 動 02「2025年度エコドライブシンポジウム」を開催します
～「2025年度エコドライブ活動コンクール」で多数の応募がありました～

日　時

2025年11月27日（木） 
13:30～16:05
（開場13:00）

申　込

会　場

全ト協ホール
東京都新宿区三丁目2-5 
全日本トラック総合会館3階
四ツ谷三丁目駅より徒歩3分
（収容人員約100名）
https://jta.or.jp/
map.html

事業所内啓発ポスター作成ツールを公開しました活 動 03
「エコ通勤優良事業所認証制度」（事務局：国土交通省総合
政策局交通政策課
参事官（交通産業）
室および当財団）
は、エコ通勤に関す
る意識が高く、エコ
通勤に関する取り
組みを自主的かつ
積極的に推進して
いる事業所、自治体
を優良事業所とし
て認証し、登録する
とともに、その取組
事例を広く国民に
周知することによ
り、エコ通勤の普及
促進を図ることを
目的として2009年 ポスター作成事例

に創設されたものです。2025年9月30日現在、850拠点の
企業・自治体などが認証されています。
また、2025年5月に事業所内啓発ポスター作成ツールを
公開いたしました。このツールを用いて、各事業所の取組内
容に合わせてカスタマイズしたポスターを作成することで、
認証事務局から従業員へ、あるいは登録事業所内のエコ通勤
推進担当者から従業員へ、直接エコ通勤の実施を働きかける
ことができます。作成方法等について解説したマニュアル
もご用意していますのでぜひご活用ください。

認証を受けると、地域・事業所・従業員に、さまざまなメ
リットがあります。詳細や申請方法等ホームページに掲載
しておりますので、ぜひ一度ご覧になってみてください。

https://www.ecomo.or.jp/environment/

ecommuters/ecommuters_top.html

事業所内啓発
ポスター作成ツール
掲載ページ

https://www.ecodrive.jp/
エコドライブ
普及推進協議会
ホームページ

当財団および「エコドライブ普及推進協議会」ホームページよりお
申し込みください。

https://www.ecodrive.jp/
https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/ecommuters_top.html
https://jta.or.jp/map.html
https://www.ecodrive.jp/
https://www.ecomo.or.jp/environment/ecommuters/ecommuters_top.html
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だれでも行ける
魅惑の船旅！
島民の声が詰まった

カーフェリー編～ ～

大きなゾウが長い鼻を高らかに空へ
突き上げ、瀬戸内海を移動していく。こ
れは、2021年7月に就航した高松港と
小豆島の池田港の間を運航する国際両
備フェリーの旅客フェリー「第十一こく
さい丸」。3階屋上デッキのマストに大
きな青いゾウのモチーフが描かれ、その
中には可愛らしいメリーゴーランドが置
かれ、近くには白いブランコが2つ。ま
るで船上の小さな遊園地のよう。この
船の愛称には、一般公募から選ばれた6
歳の男の子による「しまぞう」の名が付
けられています。
これまで、同航路を運航していた国際
フェリーでは、代々、屋上デッキのマスト
をゾウ、カメ、キリン、ぱんだなど、動物
をモチーフにしたデザインを船体に取り
入れてきました。その理由は、「瀬戸内
海には多くの船があり、自分たちが乗る
地元の船がひと目で分かるようにして
ほしい」という島民の声があったから。
国際フェリーは1963年に設立され
た海運会社で、2007年に両備グループ
入りし、2020年に国際フェリーと両備
フェリーが合併して現在の国際両備フェ
リーに商号を変更しました。
当時、国際フェリーの創業者である
故・片山鹿之助社長は、屋上デッキに小
さなパターゴルフ場を置いたり、セスナ
機を置いて操縦席に乗れるようにした
りと、乗客が楽しめる工夫を多々取り入
れた人でした。それは、船が子供や家族
にとって楽しい空間であり、ほかの船会
社との差別化を図るためで、やさしさと
遊び心を大切にして船を運航させてい
たそうです。
「第十一こくさい丸」もまた、片山社
長の思いを引き継ぎ、今の時代に合わせ

たやさしさと遊び心、工夫が詰まってい
ます。同社の高松航路部長である椎木
照雄さんは、「本航路は、小豆島の島民
にとって、通院、通勤、通学に使う重要
な生活航路です。高齢者や家族、子供に
やさしい船でなくてはなりません。そ
して島の活性化のためには、観光客が利
用したくなる船であることも大切です」
と話し、そのための設計が行われたと言
います。
まずは、高齢者や通院に利用する乗客
が多いことを念頭に、1000トン級のカー
フェリーでは国内初となるエレベーター
二基を実装。船の前後に一基ずつ置き、乗
客は乗船時に近い方のエレベーターから2
階の客室へ移動できるようになりました。
しかし、「エレベーター二基の実装は、
新造船建造における最大の難関であり
挑戦でした」と椎木さん。重量のあるエ
レベーターは、載せると船が傾くため、
造船所と何度も協議を重ねて、錨のチェー
ンの長さを左舷側と右舷側で変えたり、
機関室に設置する発電機などの位置を
変えたりしながらバランスを調整して
いったそうです。
バランスの取れた船は、進水式の時に

すっと海に進水し、傾きなく浮かびます。

椎木さんは、「図面上は問題がなくても、
進水式の時はドキドキでした。船が真っ
直ぐに浮いた時は、拍手が起こり、嬉し
かったのを覚えています」と、当時を振
り返ります。
船内は空間が広く開放感があり、木目
調の床やインテリアが落ち着いたデザ
インです。座席は、通勤や通学する移動
中はせめてリラックスしてほしいと、客
室前方にはリクライニングシートにし
て充電コンセントを設置。また、女性に
配慮して、通勤時には前方のピンク色の
客席エリアを「女性優先席」エリアとし
て安心してくつろげるような工夫も。
バリアフリー設備も充実しており、20
席の優先席、車椅子用スペース、バリアフ
リートイレ、運航モニターなどがあります。
国際両備フェリーが本店を置く小豆
島の池田港には、直接島民がやって来て
は、さまざまな声を届けてくれるそう。
そんな一つひとつの声に、できる限り耳
を傾けて誕生したのが「第十一こくさい
丸」なのです。就航して4年目の今、島
民から本店に電話があり、「しまぞうに
乗りたいんやけど、何時の便？」と聞か
れるそうです。
今後は、島の経済のために観光振興に

も力を入れ、例えば池田港に到
着後の二次交通の拡充を計画
したり、小学生向けの海洋教室
などを開催したりと、地域のた
めに船は走り続けています。

創業者の遊び心とやさしさを継承した船上空間

屋上デッキのマストに描かれた大きな
ゾウは、船外からも目を引きます。子
供も大人も楽しめる、観光客と島民の
ための航路として運航しています。

この規模では日本初となる船の前後に1基ずつエレベーターを実装し、高齢者や身体の不自由な方に優しいバリアフリー船となっています。

従来のカーフェリーより大型化した
総トン数1,215トンの「第十一こくさい丸」。

いかり
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船内の運航モニターは、現在地を
示すアイコンがゾウになっていま
す。船内の至るところに、ぞうの
モチーフやアイコンがあしらわれ、
「乗船者が楽しめるように」という
国際両備フェリーのこだわりが感
じられます。

旅客フェリー「第十一こくさい丸」

「エコモ財団マーク」
エコモ財団では、日本財団からの支援
を受けて、海上交通におけるバリアフ
リー化を推進するため、旅客船並びに
旅客船ターミナルのバリアフリー施
設・設備に対して助成を行っています。
今回取材した「第十一こくさい丸」（一
部）のバリアフリー設備は、この助成制
度を活用して整備されています。

広い船内は立ち席なしで500人が座ってゆっくり休めるように
なっています。その内優先席は20席あり、車椅子を固定するスペー
スも広々と設けています。また、船内には車椅子を用意しており、
必要な方に貸し出しを行っています。乗船時に利用して、そのま
ま下船して港で返却することができます。

船内は女性にやさしい配慮が見られます。例えば、
通勤時等は２階客室前方が女性優先エリアに。小学
生以下の子供や身体の不自由な方および同伴者も利
用ができます。

船の前後に設置されたエレベーターは、車椅子が乗り降りで
きるバリアフリーエレベーター。車両甲板から２階客室へ移
動し、降りてすぐ自動ドアから船内に入ることが可能です。

おむつの交換台も備わったバリ
アフリートイレが設備されてい
ます。女性用トイレの中にはパ
ウダールームも設置。白と木目
を基調とした爽やかな印象のト
イレです。

船内の中央部にはソファ席があり、家族や友人との会
話が楽しめます。客席の生地はゾウをモチーフに使っ
ています。また、船内のカーペット席は中央と海側に
２カ所あり、海側のスペースは中が見えにくい仕切り
で囲み、授乳したい女性や子供連れの家族に配慮して
います。売店では、小豆島の素材を活かした秘伝の出
汁を使ったうどんなどの軽食や土産物を販売。



のピクトグラムが表示され
ています。そのため、自転車
利用者がどの車両に乗れば
よいか一目で分かります。
これはデンマークが自転車
大国だからこその車両なの
だと感じました。

地下鉄

地下鉄駅構内は路線図や路線番
号がシンプルに分かりやすく掲示
されており、初めて駅を利用する
人や旅行者も移動しやすくなって
います。特に印象的だったのは、
必要な情報が整理され、広告など
も少なく、サインが自然と目に入り
やすい点です。サインは周囲のデ
ザインと調和し、駅全体に統一感
があり、デンマークのデザイン性
の高さを駅でも垣間見ることがで
きました。

海外の鉄道車両/鉄道駅のご紹介〈デンマーク編〉
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公益財団法人 交通エコロジー・モビリティ財団 〒112-0004 東京都文京区後楽１丁目4番14号 後楽森ビル10階
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https://www.ecomo.or.jp

TEL : 03-5844-6291（代表 総務グループ） 03-5844-6265（バリアフリー推進グループ） 03-5844-6268（交通環境改善対策グループ） 03-5844-6276（グリーン経営業務室）
FAX : 03-5844-6294

Öresundståg（オーレスンドターグ）

Öresundståg（オーレスンドターグ）はコペンハー
ゲン国際空港に接続し、空港列車と国際列車の役目を
担っています。車内は天井が高く、荷物置き場が設置
されています。座席数は多くありませんが、その分空
間が確保され、さまざまな利用客に配慮された設計で
す。また、車内外で大きくピクトグラムが提示され、
どの車両に乗車すべきか分かりやすく感じました。
車外は扉部分が色分けされており、遠くからでも扉の
位置が分かりやすいよう工夫されていました。

S-tog（エストー）

S-tog（エストー）は、郊外へ向かう電車です。車内
に自転車を持ち込むことができ、窓には大きく自転車

WEBアンケートご協力のお願い
公式Ｘアカウントを開設しました！
エコモ財団公式Xアカウントを開設しましたので、ご報告させていた
だきます。人と地球に優しい交通を目指して、バリアフリーや交通環
境を中心にさまざまな情報を発信しますので、是非ご確認ください。
なお、こちらのアカウントへのDMや返信の回答は行っておりません
ので、ご了承ください。皆さまのフォローをお待ちしております！ 

旧バリアフリー推進部および旧交通環境対策部は、企画調査部へ統合
されました。また、旧交通環境対策部が所管していたエコドライブやエ
コ通勤に関する事業は、グリーン経営業務室へ移管されました。

組織改編を行いました（2025年4月～）

エコモ財団グッズを
プレゼントいたします！

2025年5月、デンマークを訪れた際に感じた鉄道の利用体験をご紹介します。

エストー車内

路線図や路線番号

Mozarts Plads駅

オーレスンドターグ車両 オーレスンドターグ車内

ミニコラム
COLUMN

全3問 3分程度

回答はこちらから

https://forms.office.com/r/jymneKAknv

公式アカウント ユーザー名：@EcomoFound

ご回答
いただいた方には、
抽選で

エ コ モ 財 団 か ら の お 知 ら せ

https://www.ecomo.or.jp
https://forms.office.com/r/jymneKAknv
https://forms.of%EF%AC%81ce.com/r/jymneKAknv
https://www.ecomo.or.jp
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